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第一問
1 . 与

式

= - 14 t 5

= 一 9
m

2
. 与式 =② ｣ ( -4 )

=点

3
.

2abs : ab = 2 abより a = 3 .
b

= - 2 を

代入 して

2aba = 2 × 3 × (- 2 )
2

= 2 × 3 × 4

= 2.

4
.

4 a - 5 b = 3 c

⇒ 4a = 5 b t3 C

⇐ a =
5選 ( もしくは a

=
45 bt)
～

5
.

与 式 = 3√ 3 追間
= 30 B +撃
= 3√3 + 冷
= 4じ



6
.

与式
=

( x+ 5 y ) (x- 5 ) mmm
～

7
.

ァ : 表 より 0 ～ 60 分 に 8 人 いる
｡
この 8人 のうち

学習時間 が 0 分 の 人 もいる 可能性 が
あるため

､

誤 り

⑨ ; 最頻値 : データのなかで 最も 度数 が 高 い

階級値
表 より 最 も度数が 高いのは ､ 60 ～ 120 分

であり ､ そのときの 階級値 は
60 芝20: =9

よって 正 しい

ゥ

階級値

競
～ 27～

… 18= 210

m

…
…24 ニ 270



よって ､平均値 は
× 2t × 凸 +*⑪+⑳×上 + 27× 2

些

240 + 1170 t 1650 t 1260 + 540
=

40

== 121 .～

よって 誤 り

工 :
中央値
↓

O0000000000000000000000000～ ～～～

0 ～60 60 ～ 120 120 ～ 180 18 o ~240 ↑
中央値は60 ～ 120分 の 間 にあるので､ 誤 り

240

～ 300

⑤ :

相対度数=
= 0

.
05
mm

よって 正 しい

以上 より
､答えは ､無



8
. A

議
\

.

… -… 品じ

"
- ､ B B

D から AC に 垂線 を 下 ろした 足 を F とする
｡

D は AB の 中点 であり DF1 BC なので ､ 中点
連結定理 より

AF = FC ⇒ F はAC の 中 ､点
｡

AC = 6 cm より
､

AF = FC = 3 cm

ょって ､求 める 体積は ､

3 × 3 ×π× 3
～

月柱

← 3 × 3 × FL × 3 ×
5m～

円錐

= 27 π+ 9 Tπ

= 36 πcmmm



第二問
1 . l ) 10 atb

～

(2 ) P = 10atb
｣
+ の 位 と 一 の 位 を 入 れ替えた

つけたの 自然数 Q は Q = 1obea と 表 せる
P - Q = l 0 atb - ( lobta )

= 10 a tb - 10 b - a
= 9 a - 9 b
= 9 (a - b )

P - Q = 63 より
9 la - b ) = 63 2 両辺 ÷ 9
.

.
a - b = 7

.

a = bt 7
( ; ) b = 1 のとき

a = 1 + 17 = 8: . P = 81

81 は 奇数 なので適 する
｡

( : ; ) b = 2 のとき
､

a = 2 + 7 = 9 .
. P = 92

92 は 偶数 なので 不適
( ii ; ) b 7 3 のとき

a = b + 7710 で a はつけたの自然数
になるので 不適

以上 より ､ 求 める自然数 は 8烈



2
.

し
最初 : A に 2個 B に 2個

､
C に O 個

1 回 まわしたとき : A に 2個
､

B に 1個
っ

C に 1個

したがってい 回 まわしたとき B から C に 球を
1回移せば 良い ⇒ 3 に 止 まったときっ
円盤は 1 ～ 4 に 止 まるので ､ 円盤 の 数字の

～～

出方 は 4 通り
～～～ んで ､そのうち ､ 3 に 止 まるのは

mn .

1 通りしたがって ､ 求 める確率 は

忘
(2 ) 樹形国因 は 以下 の 通 り A BC

ABC 1 1 2 1 0

1 0 40 ー× ー
2 に L O

2 0 40 3 ー
1ー ③ 2020
ーる 1 2 1 0ABd ABC 4 2 い 0

4 1 3 0
13 沉 2い

A BC
A BC

ー
1

1 30
1

0 40 2 130ー ー2
ー 0 40 43 2 い 02
﨤 1 21 0 ､4 2 20

4 1 30 ABC
ABC

220
1 30



円盤の数字 の出方 は ､全部 で 16 通 ~~～
～

り
｡ そのうち

C に 少 なくとも 1 個 は 球 が入 っているのはmwwww
7通りよって､ 求 める確率 は (

工 C に 1個 か 2個
入っていれば 良い

6um

33

り A は Y = x 上 にあり
､ x = ー 2 なので

Y = (-2 ) ~= 4 :
. A (C- 2 , 4 )

B は ､ x 上 にあり
､

x = 1 なので
y = に = 1 : ∴B (1 , 1 )

よって ､直線AB の 式 をYmxtn とおくと､ 1次
関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので

g の 増加量
M =

x の 増 か 量
A

0

(-2 ,4 ) 3
つ

3

に 4 v

B(い )
=

- (-2 )

=号烈
に ) 直線 AB は Y =-xtn で B いリを 通るので ､

に 1 th⇒ n = 2

したがって ､ 直線 AB は Y - -xt 2
mm



C は Y - x+ 2 上 にあり ､
Y -- 2 なので

- 2 = - x + 2 .
. x = 4

:
､
C ( 4 , -2 )

y = axは C ( 4. -2 ) を 通 るので

- 2 = a × 42

16 a = - 2 - a = -
m

4
.

し)

商品B =商品箱 の 半分

= 1 x 個

商品 C = 商品 B
～

の 3倍
uy

Ix 相

=2 箱

( 2 )

商品= ドーナツ 2個
～

+ カップケーキ 1個
～

x箱
⇒ ドーナツ 2x個
～～

.

カップケーキ x個
m～



商品 B
～=

ドーナッ 4 個 ～～
～

+ カップケーキ 2個
～～

Ix箱
⇒ ドーナツや x 44 =2x

個商品 C =ドーナッの個やプケーキでとな
xカップケー望～
～

当x個

⇒ ドーナツ ② x 個
～～～

～
カップケーキ 3 xx 2 = 3x個
～

したがってドーナツは

2x t 2 x t ②xnn ～ bx 個
これが 176 個 なので

芝 x = 176

l
い
x= 352 : ∴ x = 32

また
､
カップケーキは

x t xt 3x = 5x 個

x = 32より
5x = 5 × 32

= 160 個mm



第三 問
1
.

Y = Axtb において a の 値 を 大 きくする
と

､ 傾 きは 急 になる ｡

参考 )
ィ Y Y = 2x したがってア ～ エのうち
､ こxY 二 x より 傾 きが 急 に

ー ー

L なっているのは ､点
ー

> x
.

←

.

22

い )

三平方 の 定理 より

OA = N32

4
= 5

(2 ) 直線oAの 式 を Y = axとおくと ､ A (3 . 4 )を

通 るので
4 = 3 a ⇐ a = 沉



よって 直線 OA は 4 x. l の 式 を =mcen
とおくと OA と C は平行 なので ､傾 きが 等 しい

よって ､ l の 式
は

Y 二 4 xtn
とおける

｡
C は ､ B ( 5 . 0 )を 通 るの

0 = 4 ×5 th ⇐ n = - ⑤
したがって ､ C の 式 は Y-m
(3 )

OABO の 面積は

(3 ,4 )

m 立 × 5 × 4 = 10
.

0許 0 ℃
OABC : OAB=

1 に 2

\ 5 ー \
tD より

( 5 , 0 ) 20 ABC = 10

ABC =5～

点 C を 通 り 直線 AB と 平行 な 直線 を 引 く
｡

この 直線を m とする ｡ m
の 式 を Y = axtbとおく ､

また ､
m と x軸 の交点 を D とする

｡

等積変形 より OABC = 0ABD⇒ 0 ABD = 5



BD = もとおくと

OABD = 1 xt × 4
= 2t

.

OABD = 5 より

2t = 5 ⇒ = ュ 5
よって

､
点 D の 座標 は

D ( 5 tz
5
,
0 ) = D (5. 0 )mm

直線AB は ､
m A (3

,
4 ) B 15

,
01 を

(3 ,4 )
通

るので ､ Y = cxtd と
おくと ､

0許 0 c 4 = 3 ctd ー①
- 0 = 5 cー②

\ 5
15
.

~05
D

4 = -2C
.

C = -2

C = -2 を ② に代入 し､
0 = 5 × (_2) td id = 10

: . AB : Y - - 2xtommumuum

平行 な 直線 は ､傾 きが
等

しいので

m . y = - 2xtn とおける
｡



D (5 ,
0 ) を 通 るので

0 = - 2 × 15 tn ゃ n = 15

.
. m : y = - 2x + 15

C は lcm n 交点 なので

1 Y = 4 x - ⑤ ー ③

Y = - 2x + 15 ー ④

③ を ④ に 代入 して

告水 一 ⑤= - 2x + 15 ↓ 両辺 × 3

4x - 20 = - 6 x + 45

10x = 65

x = 1005-3

x =3 を ④ に代入 して

Y = -2 × 3 + 15
= - 13 +15

= 2

よって
､

点 C の 座標 は (3 ,

2)
mm



(4 )
A と Y軸 について 対称 な
点 を A

"

とする
｡

ts,A . "

p
" "

(3 .4 ) AP = AP より
⑦

AP + PB = A
'

P + PB

( 5 , 0 ) したがって AP + PB が最小
となるのは AP + PB が最い

となることである ⇒ A ' ; PB は 1 つの 直線上 で
ある

｡

A ' ( - 3 . 4
) . B (

5
. 0 ) より

､

直線 A ' B の式 ､

y = Axtb とおくと
4 =

- 3atb ー ⑤
- 0 = 5aー⑥

4 = - 80 : . a =-
王

a = - I を ⑥ に 代入 して

0 = 5 × ( - 1 )tb ⇒ b

=
5

:
. A

'

B : Y = - 1 xtz
5

点 P は AB の Y 切片 であるから ､ 点 P の Y座標
は点 である｡



第四問
1

.

ん ACD と OECA において
仮定 から
LAD = LEAC = 9ー①

共通な 角 だから
∠ ACD = LECA 一②

①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OACD S O ECA (証明終わり)

､



2
.

( 1 )

OACD で 平方 の 定理

\
｢” c=Nで9
冷 源

ー
2 イにより ｡ ACD ∞ OECA

なので ､対応 する 辺 の
3冷比 は 等 しいから

:EC =

:
.

3 E C = 13

EC
よって
DE = EC - CD

= 3 - 3

d 婆 59
= 34 cm

mm



(2 )

OEHD とOEBC に

おいて

羹善 ADIBC より
HDIBC ｡ よって ､同位
角 が 等 しいから
LEHD = LEBC ー①

LEDH = LECB ー②
①
,
② より 2組 の 角が! それぞれ等 しいので

ー DEHDSOEBC
4

ここで ､ 仮定 より BC = 2AD なので
B C = 2 × 2

= 4 cm

相似 な 三角形 の 対応 する 辺 の 比は等 しいから

撃 :感 = HD:
了

⇒ 4 : 13 = HD : 4

13 HD = 16 : HD =m
よって ｡ EHD の 面積は

文 ×⑤× 皆 =～



(3 ) 難問
く方針 >

OAFH と OAGH の

面積 を求 める
｡

FH と GH を 底辺 とすると
､

高 さは等 しいので
､

OAFH : OAGH = FH : GH

必面積比 =底辺比

ん AFH の面積 について

OAFH と ODEH に

おいて
､

10 彦 ム FAH = LEDH = 900

ー ーの

管 1 対頂角 は 等 しいから
LAH F =< DHE 一②
の ② より 2組 の 角 が
それぞれ 等 しいので
OAFHSODEH

ここで ､ AD = 2cm , 2

.( 2 ) より HD⑪ cm なので



AH = 2- 1 =…
対応 する 辺 の 比 は 等 しいから

､

AF
:

管
⇒ AF : = 10 = 16

= 5 : 8

: .8 AF =⑤ . AF=×$= 85…
よって OAFH の 面積は､

10 ××5
ー原

き = 75immn



OAGH の 面積 について

OAGH とOCGB に

おいて
､

号 AHIBC より 錯角が

) 等 しいので

LGAH = LGCB 一③! < GHA = LGBC ー④
③

.

④ より 2組 の 角 が
それぞれ

等しいので､
1 OAGHCSOCGB

ー 4ー

相似比 は
､

AH : CB =
0: 4

= 10 : 52

= 5 : 26

G から AH に 垂線 を 下ろした 足を I
, G から BC に

垂線 を 下ろした 足 を 丁 とすると
､

GI : GJ = 5 : 26

ここで ､ IJ = DC より ､ IJ = 3cm ｡よって

GI = 3 ×

5 + 2⑤
=

3十
5

cm
.



よって ､ OAGH
の

面積は

立 × ⑮×⑤=
13 ×烈

んAFH とOAGH において
､

底辺をそれぞれAFGH
とすると ､高 さは 等 しい

ので
､ 面積比 = 底辺比

となる ｡

よって
FH : GH = OAFH : OAGH

澄÷ 25

278 を 素因数
分解

=

ュ ×べメ 廻)
“ 1 B

沖2 * 186 (参の最倍数 )


